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鍛砲百合の球割に関する研究

第生報 特に球根のを愛育週期と球根内貯蔵物質

の消長三の関係に就いて

Studies on色;hebulb-division in Lilium lonrtlfl01・imi

Parも4. Especially on色iherelation be色weenthe periodic 

bulb development and the variation of色hereserve 

substances in也ebulb (WiもhEnglish resume, p. 82) 

田川 隆特・久保 貞＊本

Takashi Tagawa and Tadashi Kubo 

緒言：前報S）に於て，球根の分化開始より開花温の球根護育に就いて，主として解剖鞠幌地より，その

相互関係を明かにし得たの守，本報j三於ては是等裂育過程と貯蔵物質の消長との関係を明確ならしむる矯に，

鱗室内の糖及び窒素含量の襲警化を時期別に分析渇求した。

本研究は，故前川徳夫郎教授の御准奨に依り始められたものであり，文文部省科理研究費に負うことを記し

て感謝の意を表す。

質験材粉及び賓除法 t材斜には， Liliimilongiflos1mi var. tαkesimαを使用し，植込みその他は第3報S)

に準じた。鱗翠は，銃利な剃万を以て棋形に縦断し，秤量管に入れて秤量後，賓験に供した白材耕の採取は，

各時期に於て，生育中程度のもの三個体を取り使用した。秤量後少量のトノレオールを加へ，字L鉢中でよく磨障

した後，蒸溜水200cc. を加へ20分放置後，吸引穏過し，穂波にウオルブラム酸ソー ~tocc. 及び i N.硫酸lOcc.

を加へ，十分に振擾後1時間放置し，再びi司一穂紙上に吸引穏過する。 穏紙上の残澄は水洗底引後，蛋白態窒 ．

素の定量に用い，穂波は洗液と共に蒸溜水を加へて250-500cc.とし，その他の分析に供したo

蛋白態窒素：麓遣は穂紙と共に，ミグロキエノレダール法に依ってその窒素量宏測定した。穏紙に就いては盲

験を行った。

可溶性室窒素 ： 穂波50cc.を分解フラスコにとり，硝酸態窒素を還元後・n, ミグロキエルダ，...Jレ法によb

窒素量を測定した2）。

r 還元糖：溜液50cc.lこ就いて，ベルトラユ／法により測定した。
非謹元糖：櫨液20cc.中に25,%'HCI4cc.を加へ，水浴中に2時間加熱後，苛性ツ F ダにて中和し，ベルトラ

シ法により測定した。

向澱粉の定量の震には，同様にして別に材耕を秤量し，乳鉢中によく腰砕後， 200cc.の蒸溜水を加へ，溜紙

にて吸引溜遁し，よく水洗後，残澄を濯t氏毎蒸溜7,klOOcc.中にえれ， 2ラ%HCI!Occ.を加へ， 3時間水浴中に

加熱後，苛性ソ戸ダを以て中和し，ペルトラν法により測定した。渥紙に就いては冒険を行い，上値より之を

差号I＇－、た。

以上の分析による結果は，之寄？第3報iこ示された褒育相と針比して考察を加へたo

賞験結果と考察

植込時球根重量3-5gm.球及び15-20gni.球の生月から10月迄の貯蔵物質の分析定量は，第1.2

表に示す如き結果を得？と。とれらK依れば，大球， 1j、球共に分化開始期比は，可i容’i生窒素及び

還元糖は梢々増加するが，蛋白態窒素及び非還元糖，澱粉含量は減少する傾向がある。主率を還
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第1表植込時 3-5gm.球の鱗輩内貯蔵物質の消長 C生体重量O.lgm中のmg.量にで示す〉

下~I rv・ 3 J iv.21 ! v.10 j v.26 j w.2 j mr._1oj ffil.3o[ ~ x. 15 

還元糖 I 0.6841 0.701 I U18I 1.3981 0.3641 0.3691 0.3451 ! I 8 
非還元糖 I 4.917/ 2.870, 2.044/ 2.108/ 2.681/ t.895J t.370/ : I 

澱 粉I 9.8321 7.541) 8.109j 12.32Ij 16.3311 19. 

第2表植込時 15一20gm球の鱗撃内貯藤物質白泊長．〔生体重量 O.lgm.中の mg量にて示ナ〕

長々 ＼iv.10l1v.18I山 91v. a I v. 13 / v. 30 j nn. 3 I wi.11 I nn. t 9_ I四.26I :oc. a I x . 4 I x. 14 

f:§ I ~ と~＇. I ~：~：：：I ~：~~＇. '.1 ~－~：~！ 0. ゴ：.~~＇.t::t.~：~I:::: ~t：：：~＇. I ：：~~~I の＇~I ~：~~！ょ

元糖と可溶性窒素によって求めると，該時期に於て小球では3~5であり，大球に於ては 9-..13

を示す。此時期には又花器造成及び霊｛中長がなされ，その進渉に従って，鱗意内の貯蔵物質は，

15-20gm球に於ては，可溶性窒素及び還元糖は一様の含量を示し，蛋白態窒素及び非還元糖は

漸失増加する。 8月の種質成熟期には還元糖は増加し可溶性窒素及び非還元糖は減少を示す。

3-5gm球の場合には，7,8月に可溶性窒素及び蜜白態窒素は徐々に増加する。之に反して還元

糖は徐々に減少し，非還元糖も亦減少する。此結果が球の大小により相具するととは，花器遊

成及種賓成熟に図るものと考へられる。該時期の還元糖及び可溶性窒素による3率は， 1J、球に
ては2-3であり，大球で1-5である。 4月に形成せられた新生長黙の薬形成末期に於ける尋

常葉の形成は，本賓験の供試材料に於ては， 9月5-30日に見られたが，該時期には大球， d、

球共に還元糖，非還元事IJJ，可溶性窒菊及び蛋白態窒索は何れ，も増加し，澱粉含量のみ減少した。

是の妄率を上越の如くして求めれば 1-2である。併し乍ら10月初旬には，念激な還元憾の増

加及び可溶性窒素θ減少を示しE従てコて妥卒も亦急：激友増加を示し， 6-8と在った。而して常

法に依り，花芽の分化を検した結果，該時期には既に生長黙の頂千となり且その面積を増加す

る時期を終へて2-6mmの仲長がみられ，花器造成と仲長とが進められている。

上記。分析による結果は，何れも1-3年K豆って形成せられた組織を，模形に裁断した料試

を用いたものである。 此の鱗室の更新を回表に示せば，第1闘の如くセある。第1聞に依れば，

秋K植込まれる鱗室は，二年度組織と初年度組織とより成りくA,B) Bの頂芽が花芽とたり，

徐々に仲長して翌春生月には，その仲長翠基部の鱗片の葉肢郊に，新生長貼を分化し（0）ヨたい

で温度。上封・と共tc,Bは伸長し，花器浩成を進め，開花結賞するa此問，新生長黙（0）は新

鱗室として肥大生育を続0・るo Bの鱗片は，内方のものは肥大するが，外方のものは貯蔵柴

養分主治費，鱗片及び球床は，外側から弐第にその生活力を失う。一年を経過した翌年9月に

は， AV全部及びBの約3の鱗片を失う。 Cはり月に花芽を分化し，徐々に仲長期に入る。此間B

の残りのまの鱗片の貯械柴養分は消費され，翌年6月にはBも亦全くうたはれる。斯くの如く， Ce:>

全く失はれるのは弐年の 6月である。之に依って，一鱗藍の組織は3年に豆って生活するととが
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絞って8月中旬乃至下旬に掘上げ植込みを友すと

とが，殻根の面から好結果を期待し符・る。とれに依って，尋常薬分化及び花芽分化の商より見

れば，掘上げ時K尋常業を分化し，植込後花芽の分化を見る如くなすととが出来る。従って掘

上貯減時に尋常薬分化の適温を輿へればー居有利である。此方法に従へば，分析結果に示した

8月30円以後の諸物質の；増減は，澱粉含量増加が見られないとと以外には大き友愛化を見ない

く未殻：表資料による）o.とれに伏クて，愛根不充分による3 貯蔵物質θ徒費を防ぎ，寒地に於け

る球根肥大度の減少を最小限に止めるととが

出来る。此理論的基礎付けは，著者等が余市

岡場に於て行ヲた試験に於て賓澄し得た。

－＊率を，還元糖及び可溶性窒素に就いて求

め，各分化期との関係、を第2闘に示した。之

に依って明か左ととは，花器形成期には妥 2容

が極めて大、たるととである。併し乍ら，著者

等の観察に工れば，生長駆が頂干になりその

面積を増大する花芽分化開始期には，長率は

ォーだ大きな数値を示さない。

従来考へられていた如く妥率の大なるとと

知られる。

鱗翠の一世代は，イ中長期後開花結賓して終るも

のでは友く，弐世代の生長に際して，そω貯蔵栄

養分を供給ι，奉仕的生育を続ける。との時期を
奉仕期と名づければ，イ中長期の後に開花結貴明及

び奉仕期が績くととになる。従って，北海道に於

て4月に分化を開始した個体の生命は，翌々年6月

迄の間K，分化開始期，葉形成期，花器形成期，伸

長期，開花結賓期及び奉仕矧の六時期を経過する

が，とれらの六時期は，夫々一時期の終了後，ヨえの

時期に入るもりではなしそれ等の縛移期には夫

々その前後雨期が互に相車整するものである。

第1,2表に依れば，窒素及び糖類の金貯蔵物質の

最高含量は， 8月下旬からり月上旬に見bれるo従

って草花貯蔵物質の増加，球根肥大の賠より言へ

ば，該時期以後に掘上げるととが有利であるo 併

し乍ら北海道に於ける栽堵に於ては，鱗室内生

育の－｝｛）~況及び笈根を考慮し，掘上及移植時期の調

節によって，鱗翠内の生理的保件を有利に導く

必要がある。著者等の翻察に依れば球床内に於け

る根の券化は5月及び8月が最も盛である。球床内

に分化を見？と根が仲長付1出した後に掘上げるとと

は，貯蔵物質の増加を考慮しでも有利ではない。

お, ... 
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第2圃 C.N率遇年謹化，re線は15-20gm.球．破
線は3-5gm.球の盛化を示す。 11t線矢印は花芽分・
化を示し，破線矢印は化時造成及仲長期を示す。
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が，花芽分化の必要僚件とすれば，少くとも解剖的に分化を認め得る以前に，その増加を見る

べきである。

本質験結果から考ふればij-率は花芽の介化開始に不可欠の僚件では友く， その重要性は，

むしろその後の花器各部の浩成にあると考へるととが出来る。

新生長黙の形成僚件と；卒の大小との聞には，何らの相互蹴係も認められない。分化開始期

尋常葉形成及び花芽分化開始期に，可溶性窒素の増加が見られるととは，原形質形成に於ける

その重要性によるものと考へられる。

摘 要

1. 本研究は，鍛砲百合鱗玄の生育期間中の，鱗烹内貯蔵茨水化物及び窒素の消長を還元糖，

非還元糖， 澱粉， 可溶性窒素及び蛋白態窒素に就いて追求し， 鱗章受育週期とθ関係を考察

した。

2. 鱗玄の生育期間は，之をヨえの六時期に分けるととが出来る。即ち分化開始期，葉形成期，

花器形・成期，何l長期，開花結賓期及び奉仕胡が之である。

3. 分化開始期には， 電素及糖分含量は活動態のものが増加し， 澱粉， 蛋白態窓素及非還

元糖等の非活動態Dものは減少する。妥率は，5gm.球と20gm.球との聞に甚しい差がある。該時

期比，常に前世代の花器造成及び伸長期と併行する。

4. 葉形成期には，蛋白態窒素及澱粉が増加するが，共他は減少する。還元糖はその初期に

一時増加し，後減少する。該時期は，常に前世代の花器造成，何l長及び開花結賓期と併行する。

5. 花器形成期は，之を花芽分化期と花器各部法成期とに分けて考へるととが出来るo該時

期には澱粉含量を除き，何れも増加の傾向がある 3 j-率は花芽分化期に入ると共に増大し，花
器各部造成期に入り更に増大する。

6. f中長期は，花器各部造成期と共に進行し，前世代の奉仕期と併行する。

. 7. 鱗翠は，分化形成後三年自に全く死滅する。即ち伸長期をこ経て開花結賓し，以後次世代

の生育ヱネノレギーの供給源となるo

8. 北海道に於ける招上及1）；.＇移植時期は，鱗翠内貯蔵物質，根の形成，，鱗室内生育進度及び

各生育時期 eJ~歯温を考慮すれば， 8月中旬乃至下旬が最も遁貨であるo
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I I 

R e s u m e 

In the present paper，も，herelaもi-onlJetweenも，hepel"iodic bulb development n.nd the variation 

ofぬereserve subs加，ncesin the Easter-lily bulbs was studied by n.nn.lysingもhenitrogen nnd 

cnrbohydra旬 conもents quan七itatively. The analysis was pursued onもhefollowing fracもions,

namely, protein-N, soluble-N, reducing sugar, non司reducingsugar and starch, during the 

period from the beg・inningof Ap1・il to the mid(Ue of October. 

The maximum conten七of to旬Ire討ervesubs七九nceswai:; seen during the period f】mmthe 
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lnte of Augusもt.otbe early of September. Judging fromもhemorphoJog!cn.l observn.tions in 

Hokkaido, however, iむseemedfavomb] oもoplantsもhebulb into七hefield 川 thelate of' Aug・ust,

or, nt色helatest, at the beginning of September. 

A七theembryonic period., similarly rts at the foliage-len.f-forming one, an increase of 

soluble-N was recognized. These fac匂showthat they play main role for・theconstruction of rm 

essential part of the pro七oplasm itself. At th哨もime，もhereducing sugar/ solu、.le-nitrogen

ratio is relatively low. Aももhe:period of flower・ bud diffe1・entiation, it is still relatively low, but 

the remarkable increase of the p低O W抑制certninedin aecordance with the slow elongation 

of the stem and with the flower fυrmation. When conHideringもhe.:iefacts, it iH more reasonable 

to consider也前ぬehigh CjN rtttio"m九ybe of fundam ent, I日ignificanceforもhedifferentiation 

of出eflower orgnns and strictly it h明治tlemeaningむocorrela七ewith the differentiation of 

the flower bud in the Ens七er-lily.

． 
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